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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムを構成するコンピュータによって、該システムへの登録時に指定されたシステ
ムイベント及びコンピューティングリソースに従い実行されるプログラムであって、
　互いに関連する複数のデータの受信に応じて発生する複数のシステムイベントのそれぞ
れに応答して該プログラムが実行される際に、
　該プログラムによる処理対象のデータが所定のデータであれば、該処理対象のデータ以
外の前記複数のデータの少なくともいずれかのデータに対する処理の制御を行う手段と、
　処理対象のデータが所定のデータでなければ、該処理対象のデータに対する処理の完了
を待たずに、前記プログラムによる処理を完了させる手段と
して前記コンピュータを機能させるためのプログラム。
【請求項２】
　前記複数のデータの少なくともいずれかのデータに対する処理の制御は、前記システム
に対して前記複数のデータの少なくともいずれかのデータに対する処理をするための別の
プログラムを起動させることであることを特徴とする請求項１に記載のプログラム。
【請求項３】
　前記所定のデータは、前記複数のデータに関する統計情報を含み、前記複数のデータの
少なくともいずれかのデータに対する前記処理の制御は、前記統計情報に基づくことを特
徴とする請求項１または２に記載のプログラム。
【請求項４】
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　前記システムイベントは、前記システムへのデータのアップロードを含むことを特徴と
する請求項１乃至３のいずれか一項に記載のプログラム。
【請求項５】
　コンピューティングリソースを指定して予め登録されたスクリプトをシステムイベント
に応答して自動で実行するサービスを提供するシステムであって、
　システムイベントを検出する検出手段と、
　検出されたシステムイベントに応答して前記スクリプトを実行する実行手段と、
　互いに関連する複数のデータの受信に応じて発生する複数のシステムイベントのそれぞ
れに応答して前記スクリプトがそれぞれ実行される際に、前記スクリプトによる処理対象
のデータが所定のデータであれば、該処理対象のデータ以外の前記複数のデータの少なく
ともいずれかのデータに対する処理の制御を行う制御手段と
を有し、
　前記処理対象のデータが前記所定のデータでなければ、前記処理対象のデータに対する
処理の完了を待たずに、前記スクリプトによる処理が完了することを特徴とするシステム
。
【請求項６】
　前記複数のデータの少なくともいずれかのデータに対する処理の制御は、前記システム
に対して前記複数のデータの少なくともいずれかのデータに対する処理をするための別の
スクリプトを起動させることであることを特徴とする請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記スクリプトの実行時間が所定時間に達したなら、前記スクリプトを終了させること
を特徴とする請求項５または６に記載のシステム。
【請求項８】
　コンピューティングリソースを指定して予め登録されたスクリプトをシステムイベント
に応答して自動で実行するサービスを提供するシステムにおける情報処理方法であって、
　システムイベントを検出し、
　検出されたシステムイベントに応答して前記スクリプトを実行し、
　互いに関連する複数のデータの受信に応じて発生する複数のシステムイベントのそれぞ
れに応答して前記スクリプトがそれぞれ実行される際に、前記スクリプトによる処理対象
のデータが所定のデータであれば、該処理対象のデータ以外の前記複数のデータの少なく
ともいずれかのデータに対する処理の制御を行い、
　前記処理対象のデータが前記所定のデータでなければ、前記処理対象のデータに対する
処理の完了を待たずに、前記スクリプトによる処理を完了させる
ことを特徴とする情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置と情報処理システムおよびその制御方法とプログラムに関し、
特にクラウドサービスにおけるイベント駆動型コンピューティングサービスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、各種のクラウドコンピューティングサービスが存在する。たとえば、Ａｍａｚｏ
ｎ　ｗｅｂ　ｓｅｒｖｉｃｅ（以下「ＡＷＳ」と略す）や、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｃｌｏｕｄ　
Ｐｌａｔｆｏｒｍ、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ａｚｕｒｅなどである。これらは、仮想サーバ
やストレージなどのコンピューティングリソースを、性能や容量に応じて時間単位で課金
する形態でサービス提供することで普及してきている。利用者は、これらのサービスを利
用することで、自ら物理的な設備を持たなくても、Ｗｅｂシステムなどの情報処理システ
ムを低コストで柔軟に構築することができる。クラウドコンピューティングサービスの利
用例として、ネットワークに接続された各種デバイスやモバイル端末、コンピュータ端末
から、デバイスやアプリケーションのログ情報や稼働情報を収集してストレージに置き、
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データベースで管理するものがある。ここでは、情報（ファイル等）がアップロードされ
るごとにレコードが作成され、ファイル名や置き場所等が管理される。
【０００３】
　ここで、例えば特許文献１には、イベントドリブン型スクリプトといった技術が開示さ
れている。この技術に依れば、特定のデータに対する更新があった場合、その更新イベン
トに従い、予め登録されているスクリプトが起動される。クラウドコンピューティングサ
ービスでも、「ファイルのアップロード」のようなイベントの発生に応じて、軽量な処理
ができるサービス（以後「イベント駆動型コンピューティングサービス」と呼ぶ）を提供
している。たとえば、Ａｍａｚｏｎ　Ｌａｍｂｄａ、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｃｌｏｕｄ　Ｆｕｎ
ｃｔｉｏｎｓ、Ａｚｕｒｅ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎｓなどである。これらは、クラウドコンピ
ューティングサービスに対して所望の処理を実現するためのプログラムコードを登録して
おくことで、ファイルの着信、ＤＢテーブルの更新、アプリケーションやデバイスにより
生成されたカスタムイベントなどのイベント発生時に、登録したプログラムコードに従っ
て処理を実行させることができるサービスである。
【０００４】
　従来、このような処理を実現するためには、クラウドコンピューティングサービスの利
用者により、イベントを検知するためのポーリングや所望の処理を実行するためのアプリ
ケーションと該アプリケーションが稼働するためのインフラの構築や管理が必要だった。
しかしながら、前述のイベント駆動型コンピューティングサービスは、クラウドコンピュ
ーティングサービス側でイベントを検知するためのポーリング処理を実行し、所望の処理
を実現するプログラムコードを実行するためのインフラを用意する。そのため、クラウド
コンピューティングサービスの利用者は、イベント処理の実現が容易となった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－３８７５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、たとえば現状のＡｍａｚｏｎ　Ｌａｍｂｄａでは、同一アカウントに対して同
時に処理できるイベント数（イベント駆動型コンピューティングサービスの同時起動数）
に制限がある。処理されているイベントの数がこの上限に達している間、次のイベント発
生に対してクラウドコンピューティングサービスによるイベント駆動型コンピューティン
グサービスが起動されない、という問題があった。すなわち、情報のアップロードが集中
し、イベントが多数発生すると、処理の不履行が起きるリスクがある。たとえば、ログ情
報や稼働情報のアップロードでは、一度の送信でひとつの端末から複数のログファイルを
送るものがある。このアップロードをトリガとするイベント駆動型コンピューティングサ
ービスが登録されているとき、アップロードされるファイル数が非常に多い場合や、更に
は複数端末からの送信が重複した場合に、上記の処理不履行が発生しやすくなる。
【０００７】
　本発明は上記従来例に鑑みて成されたもので、イベントの数が上限を超えたことに起因
する、イベント駆動型コンピューティングサービスによる処理の不履行のリスクを低減す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、以下の構成を有する。
【０００９】
　本発明の第１の側面によれば、システムを構成するコンピュータによって、該システム
への登録時に指定されたシステムイベント及びコンピューティングリソースに従い実行さ
れるプログラムであって、
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　互いに関連する複数のデータの受信に応じて発生する複数のシステムイベントのそれぞ
れに応答して該プログラムが実行される際に、
　該プログラムによる処理対象のデータが所定のデータであれば、該処理対象のデータ以
外の前記複数のデータの少なくともいずれかのデータに対する処理の制御を行う手段と、
　処理対象のデータが所定のデータでなければ、該処理対象のデータに対する処理の完了
を待たずに、前記プログラムによる処理を完了させる手段として前記コンピュータを機能
させる。
【００１０】
　本発明の第２の側面によれば、コンピューティングリソースを指定して予め登録された
スクリプトをシステムイベントに応答して自動で実行するサービスを提供するシステムで
あって、
　システムイベントを検出する検出手段と、
　検出されたシステムイベントに応答して前記スクリプトを実行する実行手段と、
　互いに関連する複数のデータの受信に応じて発生する複数のシステムイベントのそれぞ
れに応答して前記スクリプトがそれぞれ実行される際に、前記スクリプトによる処理対象
のデータが所定のデータであれば、該処理対象のデータ以外の前記複数のデータの少なく
ともいずれかのデータに対する処理の制御を行う制御手段と
を有し、
　前記処理対象のデータが前記所定のデータでなければ、前記処理対象のデータに対する
処理の完了を待たずに、前記スクリプトによる処理が完了する。
【００１１】
　本発明の第３の側面によれば、コンピュータによって第１の種類のイベントに応じて起
動され、同時に実行される数に上限が設けられたプログラムであって、
　前記第１の種類のイベントに関連するデータから、処理対象となるデータの数を取得す
る取得手段と、
　前記プログラムの実行中に生じた、前記処理対象となるデータに関連した第２の種類の
イベントに応じて、前記取得手段により取得した前記データの数に達するまで、前記処理
対象となるデータに対して所定の処理を遂行する処理手段として機能させる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明により、イベントの数が上限を超えたことに起因する、イベント駆動型コンピュ
ーティングサービスによる処理不履行のリスクを低減する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】システム全体構成図
【図２】クライアント装置１０１のハードウェア構成図
【図３】サーバ１０２、１０３、１０４のハードウェア構成図
【図４】クライアント装置１０１のソフトウェア構成図
【図５】ファイルサーバ１０２のソフトウェア構成図
【図６】ファイル情報サーバ１０３のソフトウェア構成図
【図７】イベント情報管理サーバ１０４のソフトウェア構成図
【図８】ファイル格納場所管理サーバ１０５のソフトウェア構成図
【図９】管理者装置１０６のソフトウェア構成図
【図１０】非同期処理コードを登録する一連の処理を示したシーケンス図
【図１１Ａ】、
【図１１Ｂ】非同期処理コードが実行される一連の処理を示したシーケンス図
【図１２】非同期処理コードの監視処理のフローチャート
【図１３Ａ】、
【図１３Ｂ】第１実施形態のシーケンス図
【図１４】ファイル格納場所管理アプリケーション８００のフローチャート
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【図１５】非同期処理コード"ＦｕｎｃＡ"のフローチャート
【図１６】ステップＳ１１１７のフローチャート
【図１７Ａ】、
【図１７Ｂ】第２実施形態のシーケンス図
【図１８】非同期処理コード"ＦｕｎｃＢ"のフローチャート
【図１９Ａ】、
【図１９Ｂ】第３実施形態のシーケンス図
【図２０Ａ】、
【図２０Ｂ】、
【図２０Ｃ】非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ"のフローチャート
【図２１】第４実施形態のシーケンス図
【図２２】非同期処理コード"ＦｕｎｃＤ"のフローチャート
【図２３】非同期処理コード"ＦｕｎｃＥ"のフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　［第１実施形態］
　●システム構成
　以下、本発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。図１は、本発明に
係るシステムの全体構成を示すブロック図である。ネットワーク１００は、図１に示すブ
ロック図の各構成要素のうちクライアント装置１０１、ファイルサーバ１０２、ファイル
情報管理サーバ１０３、イベント情報管理サーバ１０４、ファイル格納場所管理サーバ１
０５、管理者装置１０６を接続するネットワークである。クライアント装置や各サーバ、
管理者装置等を情報処理装置あるいはコンピュータと呼ぶこともある。また図１のシステ
ムをクラウドシステムあるいは情報処理システムと呼ぶことがある。
【００１５】
　ネットワーク１００は、各構成要素間で通信を行うための基盤である。本実施形態にお
いてはクライアント装置１０１とそれ以外の構成要素との間はインターネットによって接
続されるものとして説明する。それ以外の構成要素間においては、イントラネット、イン
ターネットもしくはその他のネットワークシステムであっても構わない。クライアント装
置１０１は、図１に示すブロック図の各構成要素のうち、ネットワーク１００を介してフ
ァイルサーバ１０２と相互に接続する。本実施例においては、クライアント装置１０１は
ＰＣ（パーソナルコンピュータ。以降、ＰＣと呼称する。）を前提に説明を進めるが、ネ
ットワーク１００を介した通信機能を有する端末であれば、携帯端末や複写機等、何であ
っても種別は問わない。ファイルサーバ１０２は、クライアント装置１０１から送信され
るファイルの実体を受信し、保存するサーバ装置である。ファイルサーバ１０２は、クラ
イアント装置１０１から送信される様々なフォーマットのファイルを保存する機能を有す
る。ファイル情報管理サーバ１０３は、クライアント装置１０１から送信されるファイル
の属性情報とファイルサーバ１０２上の保存場所情報（ＵＲＬ）を関連付けて保存するサ
ーバ装置である。
【００１６】
　イベント情報管理サーバ１０４は、イベント駆動型コンピューティングサービスにおけ
るプログラムコードの管理及び実行を行うサーバ装置である。イベント駆動型コンピュー
ティングサービスの利用者は事前にイベント情報管理サーバ１０４にプログラムコードと
それを実行するためのファイルサーバ１０２で発生するイベントを関連付けて登録する。
ここで言うイベントとは、具体的には「ファイルサーバ１０２の所定のパスにファイルが
アップロードされたとき」や「ファイルサーバ１０２の所定のパスに保存されるファイル
が更新されたとき」など、ファイルサーバ１０２で保存されるファイルに対してクライア
ント装置１０１あるいは、図１に示すその他の構成要素が行う操作を指す。また、プログ
ラムコードを実行する仮想マシンの環境情報も関連付けて登録する。具体的には仮想マシ
ンで稼働するＣＰＵやＲＡＭの性能を指定する。そうすることで、イベント情報管理サー
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バ１０４は、ファイルサーバ１０２でイベントが発生したタイミングで、ファイルサーバ
１０２で実行される処理とは非同期で、イベントに関連付けられた所定のプログラムコー
ドを実行する。以降、イベント情報管理サーバ１０４が、ファイルサーバ１０２で発生す
るイベントに応じて実行するプログラムコードを非同期処理コードと呼称する。また本実
施形態に係るイベントのことをシステムイベントとも呼ぶ。イベントは、例えばその種類
と非同期処理コードとがイベント情報の登録時に指定され、関連付けられている。非同期
処理コードはそれを実行するイベント情報管理サーバ１０４のコンピューティングリソー
スを用いて実行される。非同期処理コードはたとえばＪＡＶＡ（登録商標）スクリプトな
どのスクリプトにより実現できる。
【００１７】
　なお、この非同期処理コードを実行する環境には制限がある。ここでは２つの制限を挙
げる。ひとつは、同時に実行可能な非同期処理コード数には上限があることである。従っ
て、多数のイベントがほぼ同時に発生した場合、上限である実行許容数までのイベントに
対しては非同期処理コードの実行により処理が履行されるが、実行許容数を超えた場合に
は、それ以降のイベントに対する処理は不履行が発生し得る。もうひとつは、非同期処理
コードの処理時間に上限があることである。従って、イベントに対する処理が許容される
処理時間内に完了しなかった場合、その非同期処理コードはタイムアウトエラーとなり中
断される。
【００１８】
　ファイル格納場所管理サーバ１０５は、クライアント装置１０１からのリクエストに応
じて、ファイルサーバ１０２上でのファイルの格納場所を確定し、返信するサーバである
。ファイルの格納場所は、送信元のクライアント装置の識別子、ファイルの種類、ファイ
ル名称等から判断する。なお、クライアント装置１０１は、ファイルをファイルサーバ１
０２にアップロードする際に、格納場所をファイル格納場所管理サーバ１０５に問い合わ
せることもできるが、予めアプリケーション毎に固定で決められた格納場所を用いても良
い。管理者装置１０６は、イベント情報管理サーバ１０４に接続されたＰＣであって、イ
ベント情報管理サーバ１０４に対して非同期処理コードの登録要求を行うことができる。
【００１９】
　●端末及びサーバのハードウェア構成
　図２は、図１に示すクライアント装置１０１、管理者装置１０６のハードウェア構成の
一例を示すブロック図である。システムバス２００はクライアント装置１０１を構成する
各ハードウェアを相互に接続するバスである。本実施例においては特に言及しない限り、
システムバス２００はＣＰＵ２０１からの制御命令をシステムバス２００に接続された各
ハードウェアに伝播させるものとする。ＣＰＵ２０１は、ＲＡＭ２０２及び記憶装置２０
３から読み込んだプログラムを実行し、本実施形態に係る発明を実現するためにシステム
ステムバス２００で接続されたクライアント装置の各ハードウェアを直接的あるいは間接
的に制御する。ＲＡＭ２０２は、ＣＰＵ２０１が動作するためのワーク領域として利用さ
れる一時メモリ領域である。記憶装置２０３は、基本ソフトウェアであるＯＳやその他ソ
フトウェアモジュールが記憶されているＨＤＤに代表されるような外部記憶装置である。
ネットワーク装置２０４は、ネットワーク１００に接続して他の装置と通信を行うハード
ウェアである。入出力インターフェース２０５は、入出力装置２０６と接続するためのイ
ンターフェースである。入出力インターフェース２０５は例えばＰＳ２やＵｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ（ＵＳＢ）、アナログやデジタルのディスプレイインターフ
ェースを備える。入出力装置２０６は、入出力インターフェース２０５を介してクライア
ント装置と接続し、情報のインプットおよびアウトプットを行う装置である。入出力装置
２０６は例えばディスプレイ、キーボード、マウスなどがある。
【００２０】
　図３は、図１に示すファイルサーバ１０２、ファイル情報管理サーバ１０３、イベント
情報管理サーバ１０４、ファイル格納場所管理サーバ１０５のハードウェア構成の一例を
示すブロック図である。システムバス３００は、ファイルサーバ１０２、ファイル情報管
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理サーバ１０３、イベント情報管理サーバ１０４を構成する各ハードウェアを相互に接続
するバスである。本実施例においては特に言及しない限り、システムバス３００はＣＰＵ
３０１からの制御命令を、システムバスに接続された各ハードウェアに伝播させるものと
する。ＣＰＵ３０１は、ＲＡＭ３０２および記憶装置３０３から読み込んだプログラムを
実行し、本実施形態に係る発明を実現するためにシステムバス３００で接続されたクライ
アント装置の各ハードウェアを直接的あるいは間接的に制御する。ＲＡＭ３０２は、ＣＰ
Ｕ３０１が動作するためのワーク領域として利用される一時メモリ領域である。記憶装置
３０３は、基本ソフトウェアであるＯＳやその他ソフトウェアモジュールが記憶されてい
るＨＤＤに代表されるような外部記憶装置である。ネットワーク装置３０４は、ネットワ
ーク１００に接続して他の装置と通信を行うハードウェアである。なお、図１に示すファ
イルサーバ１０２、ファイル情報管理サーバ１０３、イベント情報管理サーバ１０４、フ
ァイル格納場所管理サーバ１０５はクラウドコンピューティングサービスとして提供され
るものであり、図３に示した各ハードウェア要素が仮想マシンソフトウェアによって、ア
プリケーションソフトウェアとしてそれぞれ実現され、物理ハードウェア要素と同様の挙
動をとるものとする。
【００２１】
　●クライアントのソフトウェア
　図４は、本実施例におけるクライアント装置１０１で稼働するクライアント装置情報送
信アプリケーション４００のソフトウェア構成の一例を示すブロック図である。クライア
ント装置情報送信アプリケーション４００は、クライアント装置１０１の記憶装置２０３
に格納され、ＣＰＵ２０１によって実行される。クライアント装置情報送信アプリケーシ
ョン４００は、通信部４０１、情報収集部４０２から構成される。通信部４０１は、ネッ
トワーク装置２０４を介してファイルサーバ１０２と通信を行う。情報収集部４０２は、
クライアント装置１０１が生成するクライアント装置情報を収集して、ファイルとして記
憶装置２０３に保存する。具体的にはクライアント装置１０１が出力するハードウェアの
ログ情報などを逐次ファイルとして記憶装置２０３に保存する。クライアント装置情報送
信アプリケーション４００は、通信部４０１を介してファイルサーバ１０２にクライアン
ト装置情報を送信する。
【００２２】
　●ファイルサーバのソフトウェア
　図５は、本実施例におけるファイルサーバ１０２で稼働するファイル管理アプリケーシ
ョン５００のソフトウェア構成の一例を示すブロック図である。ファイル管理アプリケー
ション５００は、ファイルサーバ１０２の記憶装置３０３に格納されＣＰＵ３０１によっ
て実行される。ファイル管理アプリケーション５００は、通信部５０１、ファイル管理部
５０２、ファイル保存部５０３から構成される。通信部５０１は、ネットワーク装置３０
４を介してクライアント装置１０１およびイベント情報管理サーバ１０４と通信を行う。
ファイル管理部５０２は、通信部５０１を介してクライアント装置１０１およびイベント
情報管理サーバ１０４からのリクエストを受信する。また、ファイル管理部５０２は、通
信部５０１を介してイベント情報管理サーバ１０４へイベントを送信する。ファイル保存
部５０３は、ファイル管理部５０２からの指示に従って、クライアント装置１０１から受
信したファイルの実体を保存する。またファイル保存部５０３は、ファイル管理部５０２
からの指示にしたがって図１に示す本実施形態に係る発明の各構成要素からリクエストに
応じたファイルの実体を送信する。ファイル保存部５０３がファイルの実体を管理するデ
ータの一例を表１のファイル管理テーブルに示す。
【００２３】
　［表１］ファイル管理テーブル
ＩＤ　　保存パス　　　　ファイル名　　ファイルサイズ　　　ファイルデータ　
１　　logdata/client1　　201601.log　　　　1024KB　　　　＜バイナリデータ＞
２　　logdata/client1　　201602.log　　　　2048KB　　　　＜バイナリデータ＞
３　　logdata/client2　　201605.log　　　　 512KB　　　　＜バイナリデータ＞。
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【００２４】
　表１において、ＩＤカラムは、ファイルサーバ１０２において保存するファイルをファ
イル管理アプリケーション５００が一意に識別するための値を格納するカラムである。保
存パスカラムは、ファイルサーバ１０２におけるファイルの格納場所のパス情報を格納す
るカラムである。ファイル名カラムは、ファイルサーバ１０２において保存するファイル
の名称の値を格納するカラムである。ファイルサイズカラムは、ファイルサーバ１０２に
おいて保存するファイルのサイズの値を格納するカラムである。ファイルデータカラムは
、ファイルサーバ１０２において保存するファイルの実体となるバイナリデータを保存す
るカラムである。
【００２５】
　●ファイル情報管理サーバのソフトウェア
　図６は、本実施例におけるファイル情報管理サーバ１０３で稼働するファイル情報管理
アプリケーション６００のソフトウェア構成の一例を示すブロック図である。ファイル情
報管理アプリケーション６００は、ファイル情報管理サーバ１０３の記憶装置３０３に格
納されＣＰＵ３０１によって実行される。ファイル情報管理アプリケーション６００は、
通信部６０１、ファイル情報管理部６０２、ファイル情報保存部６０３から構成される。
通信部６０１は、ネットワーク装置３０４を介して、イベント情報管理サーバ１０４と通
信を行う。ファイル情報管理部６０２は、通信部６０１を介して、イベント情報管理サー
バ１０４からのリクエストを受信する。ファイル情報保存部６０３は、ファイル情報管理
部６０２からの指示に従って、ファイルサーバ１０２から受信したファイルの実体から抽
出した各属性情報を保存する。後述するイベント情報管理サーバ１０４が実行する非同期
処理コードの実行結果として、各属性情報がファイル情報保存部６０３に保存される。フ
ァイル情報保存部６０３がファイルの属性情報を管理するデータの一例を表２のファイル
情報管理テーブルに示す。
【００２６】
　［表２］ファイル情報管理テーブル
ＩＤ　　ファイルサーバＩＤ　　・・・　　　　　　　属性　　　　
Ａ　　　　　　１　　　　　　　・・・　　　　＜テキストデータ＞
Ｂ　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　＜テキストデータ＞
Ｃ　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　＜テキストデータ＞。
【００２７】
　表２において、ＩＤカラムは、ファイル情報管理サーバ１０３において保存するファイ
ルの属性情報をファイル情報管理アプリケーション６００が一意に識別するための値を格
納するカラムである。ファイルサーバＩＤカラムは、属性情報を抽出したファイルの実体
に対応するファイル管理テーブル（表１）のＩＤカラムの値を格納するカラムである。属
性カラムは、ファイルの実体から抽出した属性情報をそれぞれ格納するカラムである。属
性カラムに格納する具体的な値としては、アプリケーションの用途として様々な情報が挙
げられる。例えば、ファイルから抽出した全文検索用のインデックステキストデータ等が
挙げられる。なお、本実施例においては、抽出する属性情報の値については特に限定する
ものではない。
【００２８】
　●イベント情報管理サーバのソフトウェア
　図７は、本実施例におけるイベント情報管理サーバ１０４で稼働する各アプリケーショ
ンのソフトウェア構成の一例を示すブロック図である。イベント情報管理サーバ１０４で
は、非同期処理コード管理アプリケーション７００、非同期処理コード実行管理アプリケ
ーション７１０、非同期処理コード実行環境７２０が記憶装置３０３に格納され、ＣＰＵ
３０１によって実行される。非同期処理コード管理アプリケーション７００は、イベント
情報管理サーバ１０４で実行する非同期処理コードの保存と非同期処理コードの実行設定
の管理を行うものである。非同期処理コード管理アプリケーション７００は、通信部７０
１、非同期処理コード管理部７０２、非同期処理コード保存部７０３、非同期処理コード
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設定保存部７０４から構成される。通信部７０１は、ネットワーク装置３０４を介して管
理者装置１０６、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０と通信を行う。非同
期処理コード管理部７０２は、通信部７０１を介して管理者装置１０６からの非同期処理
コード登録リクエストを受信する。また、非同期処理コード実行管理アプリケーション７
１０からの非同期処理コード要求リクエストを受信する。非同期処理コード保存部７０３
は、非同期処理コード管理部７０２からの指示に従って、管理者装置１０６から受信した
非同期処理コードを保存する。また、非同期処理コード保存部７０３は、非同期処理コー
ド管理部７０２からの指示に従って、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０
に非同期処理コードを送信する。非同期処理コード保存部７０３が非同期処理コードを管
理するデータの一例を表３の非同期処理コード管理テーブルに示す。
【００２９】
　［表３］非同期処理コード管理テーブル
ＩＤ　　　　ファイル名　　　　　ファイルデータ　
１　　　　asyncproc1.zip　　　＜バイナリデータ＞
２　　　　asyncproc2.zip　　　＜バイナリデータ＞。
【００３０】
　表３においてＩＤカラムは、非同期処理コード管理アプリケーション７００において、
保存する非同期処理コードを一意に識別するための値を格納するカラムである。ファイル
名カラムは、非同期処理コード管理アプリケーション７００において、保存する非同期処
理コードのファイル名称の値を格納するカラムである。ファイルデータカラムは、非同期
処理コード管理アプリケーション７００において、保存する非同期処理コードのバイナリ
データを保存するカラムである。
【００３１】
　非同期処理コード設定保存部７０４は、非同期処理コード管理部７０２からの指示に従
って、クライアント装置１０１から受信した非同期処理コードの実行設定を非同期処理コ
ードの実体と関連付けて保存する。また、非同期処理コード保存部７０３は、非同期処理
コード管理部７０２からの指示に従って、非同期処理コード実行管理アプリケーション７
１０に非同期処理コードの実行設定を非同期処理コードと合わせて送信する。非同期処理
コード設定保存部７０４が非同期処理コードの実行設定を管理するデータの一例を表４の
実行環境設定テーブル、表５のイベント設定テーブルに示す。
【００３２】
　［表４］実行環境設定テーブル
ＩＤ　　実行環境タイプ　　ＣＰＵ　　　ＲＡＭ　　ＨＤＤ
１　　　　　ＬＯＷ　　　　１ＧＨｚ　　２ＧＢ　５００ＭＢ
２　　　　ＮＯＲＭＡＬ　　２ＧＨｚ　　４ＧＢ　　１ＧＢ
３　　　　ＭＩＤＤＬＥ　　３ＧＨｚ　　６ＧＢ　　５ＧＢ
４　　　　　ＨＩＧＨ　　　３ＧＨｚ　　８ＧＢ　　１０ＧＢ。
【００３３】
　表４においてＩＤカラムは、非同期処理コード管理アプリケーション７００において。
非同期処理コードを実行する仮想マシン環境の設定を一意に識別するための値を格納する
カラムである。実行環境タイプカラムは、非同期処理コードを実行する仮想マシン環境の
特徴を示す名称を格納するカラムである。ＣＰＵカラムは、非同期処理コードを実行する
仮想マシン環境のＣＰＵの指標値（たとえばクロック周波数等）を格納するカラムである
。ＲＡＭカラムは、非同期処理コードを実行する仮想マシン環境のＲＡＭの指標値（たと
えばバンド幅や容量等）を格納するカラムである。ＨＤＤカラムは、非同期処理コードを
実行する仮想マシン環境のＨＤＤのサイズを格納するカラムである。
【００３４】
　［表５］イベント設定テーブル
ＩＤ　対象ファイルパス　対象イベント　非同期処理コードＩＤ　実行環境ＩＤ
１　　logdata/client1/　　　追加　　　　　　１　　　　　　　　　２
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２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　３
３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　４
４　　logdata/client2/　　　更新　　　　　　２　　　　　　　　　３。
【００３５】
　表５においてＩＤカラムは、非同期処理コード管理アプリケーション７００において。
非同期処理コードの実行対象となるイベントを一意に識別するための値を格納するカラム
である。対象ファイルパスカラムは、非同期処理コードを実行する対象のファイルパスを
格納するカラムである。対象イベントカラムは、非同期処理コードを実行する条件となる
対象ファイルパスカラムに格納されたファイルパスに該当するファイルに対して実行され
た操作の内容を格納するカラムである。非同期処理コードＩＤカラムは、実行する非同期
処理コードに該当する非同期処理コード管理テーブルのＩＤカラムの値を格納するカラム
である。実行環境ＩＤカラムは非同期処理コードを実行する環境に該当する実行環境設定
テーブルのＩＤカラムの値を格納するカラムである。
【００３６】
　例えばイベント設定テーブルのＩＤカラムの値が「１」のレコードの場合、「ｌｏｇｄ
ａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１」以下の格納場所にファイルが「追加」された場合に、非同期処
理コード管理テーブル（表３）に従って非同期処理コードＩＤが１である「ａｓｙｎｃｐ
ｒｏｃ１．ｚｉｐ」の非同期処理コードを、実行環境設定テーブル（表４）に従って実行
環境ＩＤが１である環境即ちＣＰＵ　２ＧＨｚ、ＲＡＭ　４ＧＢ、ＨＤＤ１ＧＢの仮想マ
シン環境で実行することを意味している。
【００３７】
　非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は、ファイルサーバ１０２から受信
したイベントに応じた非同期処理コードとその実行設定を非同期処理コード管理アプリケ
ーション７００から取得し、それを実行するための非同期処理コード実行環境７２０を作
成するものである。非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は、通信部７１１
、非同期処理コード実行管理部７１２、非同期処理コード実行部７１３、非同期処理コー
ド実行環境管理部７１４から構成される。通信部７１１は、ネットワーク装置３０４を介
しファイルサーバ１０２、非同期処理コード管理アプリケーション７００、非同期処理コ
ード実行環境７２０と通信を行う。非同期処理コード実行管理部７１２は、通信部７１１
を介してファイルサーバ１０２からイベントを、非同期処理コード管理アプリケーション
７００から非同期処理コードおよび実行設定を受信する。非同期処理コード実行部７１３
は、非同期処理コード実行管理部７１２から非同期処理コードおよび実行設定を受信する
。また、非同期処理コード実行部７１３は、非同期処理コード実行管理部７１２から受信
した実行設定に基づき、非同期処理コード実行環境７２０を生成し、イベントに対応する
非同期処理コードの実行を指示する。非同期処理コード実行環境管理部７１４は、非同期
処理コード実行環境７２０で実行する非同期処理コードの実行状況を管理する。非同期処
理コード実行環境管理部７１４が管理する非同期処理コード実行環境７２０の稼働条件の
一例を表６の実行環境監視項目テーブルに示す。
【００３８】
　［表６］実行環境監視項目テーブル
ＩＤ　　　　　　　監視項目　　　　　　　監視項目値
１　　　　　　　リトライ回数　　　　　　　　　５
２　　　　　　　　実行時間　　　　　　　　　６０
３　　　非同期処理コードの同時起動数　　　１００。
【００３９】
　表６においてＩＤカラムは、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０におい
て、非同期処理コード実行環境７２０の稼働状況を管理する項目を一意に識別するための
値を格納するカラムである。監視項目カラムは、非同期処理コード実行環境７２０で実行
中の非同期処理コードの実行状況を監視するための項目を格納するカラムである。監視項
目値カラムは、監視項目カラムに格納された項目に対する閾値を格納するカラムである。
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例えば実行環境監視項目テーブル（表６）のＩＤカラムの値が「１」のレコードの場合、
非同期処理コード実行環境７２０で実行される非同期処理コードのリトライを５回まで許
容することを意味する。５回実行しても非同期処理コードがイベントの処理を完了できな
かった場合は、エラーとなり非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は非同期
処理コードの実行を中断する。また実行環境監視項目テーブルのＩＤカラムの値が「２」
のレコードの場合、非同期処理コード実行環境７２０で実行される非同期処理コードがイ
ベントの処理に要する時間を６０秒までと制限することを意味する。６０秒を越えても非
同期処理コードが非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０に対して処理完了の
通知を送信しない場合は、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は非同期処
理コード実行環境７２０に非同期処理コード終了指示を送信し、処理を中断させる。実行
環境監視項目テーブルのＩＤカラムの値が「３」のレコードの場合、非同期処理コード実
行環境７２０で同時に実行される非同期処理コードの上限が１００個までであることを意
味する。起動中の非同期処理コードを記憶する起動数カウンタは、非同期処理コードをひ
とつ起動するごとにインクリメントし、ひとつ終了するごとにデクリメントする。前述し
た非同期処理コード実行部７１３が非同期処理コード実行環境７２０を生成しようとする
前に、起動数カウンタを確認し、１００個に達していなければ生成し、達していた場合は
生成せずに終了する。このように実行環境監視項目テーブルには、イベント駆動型コンピ
ューティングサービスの様々な制約を定義できる。
【００４０】
　非同期処理コード実行環境７２０は、ファイルサーバ１０２が非同期処理コード実行管
理アプリケーション７１０に送信したイベントを対応する非同期処理コードを実行して処
理するための仮想マシン環境である。非同期処理コード実行環境７２０は、クラウドコン
ピューティングサービスとして提供されるものであり、図３に示した各ハードウェア要素
が仮想マシンソフトウェアによって、アプリケーションソフトウェアとしてそれぞれ実現
され、物理ハードウェア要素と同様の挙動をとるものとする。非同期処理コード実行環境
７２０は、通信部７２１、実行部７２２で構成される。
【００４１】
　通信部７２１は、ネットワーク装置３０４を介しファイルサーバ１０２、ファイル情報
管理サーバ１０３、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０と通信を行う。実
行部７２２は、通信部７２１を介して非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０
から受信した非同期処理コードを実行し、非同期処理コード実行管理アプリケーション７
１０が受信したイベントを処理する。また、実行部７２２は、実行中の非同期処理コード
に対する監視リクエストを非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０から受信し
、非同期処理コードの実行を制御する。
【００４２】
　●ファイル格納場所管理サーバのソフトウェア
　図８は、本実施例におけるファイル格納場所管理サーバ１０５で稼働するファイル格納
場所管理アプリケーション８００のソフトウェア構成の一例を示すブロック図である。フ
ァイル格納場所管理アプリケーション８００は、ファイル格納場所管理サーバ１０５の記
憶装置３０３に格納されＣＰＵ３０１によって実行される。ファイル格納場所管理アプリ
ケーション８００は、通信部８０１、ファイル格納場所確定部８０２から構成される。通
信部８０１は、ネットワーク装置３０４を介してクライアント装置１０１と通信を行う。
ファイル格納場所確定部８０２は、通信部８０１を介してクライアント装置１０１からの
リクエストを受信する。ファイル格納場所確定部８０２は、リクエストによって、送信元
のクライアント装置の識別子、ファイルの種類、ファイル名称等を取得し、格納場所を確
定する。ファイル格納場所確定部８０２が格納場所を確定するテーブルの一例を、表７の
ファイル格納場所管理テーブルに示す。
【００４３】
　［表７］ファイル格納場所管理テーブル
ＩＤ　　　　　　　　条件　　　　　　　　　　　　保存パス
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１　　　クライアント識別子：client1
　　　　　　ファイルの種類：ログ情報　　　　logdata/client1
　　　　　　　　ファイル名：任意
２　　　クライアント識別子：client2
　　　　　　ファイルの種類：ログ情報　　　　logdata/client2
　　　　　　　　ファイル名：任意。
【００４４】
　表７においてＩＤカラムは、ファイル格納場所管理アプリケーション８００において、
ファイル格納場所確定条件を管理する項目を一意に識別するための値を格納するカラムで
ある。条件カラムは、格納場所を確定するための条件あるいは条件群を格納するカラムで
ある。保存パスカラムは、格納場所を示す情報を格納するカラムである。
【００４５】
　●管理者装置のソフトウェア
　図９は、本実施例における管理者装置１０６で稼働する管理アプリケーション９００の
ソフトウェア構成の一例を示すブロック図である。管理アプリケーション９００は、管理
者装置１０６の記憶装置２０３に格納され、ＣＰＵ２０１によって実行される。管理アプ
リケーション９００は、通信部９０１、管理部９０２から構成される。通信部９０１は、
ネットワーク装置２０４を介してイベント情報管理サーバ１０４と通信を行う。管理部９
０２は、非同期処理コードの生成と管理を行い、通信部９０１を介してイベント情報管理
サーバ１０４に対して非同期処理コード登録リクエストを送信する。
【００４６】
　●非同期処理コードの登録
　図１０は、管理者装置１０６がイベント情報管理サーバ１０４の非同期処理コード管理
アプリケーション７００に非同期処理コードを登録する一連の処理を示したシーケンス図
である。
【００４７】
　ステップＳ１００１において、管理者装置１０６は、通信部９０１を介して非同期処理
コード管理アプリケーション７００に非同期処理コード登録リクエストを送信する。非同
期処理コード登録リクエストとして非同期処理コード管理アプリケーション７００に送信
されるレコードの一例を、表８の非同期処理コード登録リクエストレコードに示す。
【００４８】
　［表８］非同期処理コード登録リクエストレコード
非同期処理コード　　非同期処理コード　　実行対象　　実行対象イベント　実行環境ID
　　　　　　　　　　　ファイル名　　　ファイルパス　　　　　　　　　　　　　　　
＜バイナリデータ＞　asyncproc1.zip　　logdata/client1　　追加　　　　　　２。
【００４９】
　非同期処理コードカラムは、非同期処理コードの実体をバイナリデータで格納するカラ
ムである。非同期処理コードファイル名カラムは、非同期処理コードのファイル名を格納
するカラムである。実行対象ファイルパスカラムは、非同期処理コードを実行する対象と
なるファイルサーバ１０２上のファイルパスを格納するカラムである。非同期処理コード
実行管理アプリケーション７１０はファイルサーバ１０２から受信するイベントに含まれ
るファイルパスを参照し、このカラムに格納されたパスと一致した場合に非同期処理コー
ドを実行すべきイベントであると判別することになる。実行対象イベントカラムは、ファ
イルサーバ１０２上の実行対象ファイルパスに格納されたファイルに対して、非同期処理
コードを実行する対象とする操作を格納するカラムである。実行環境ＩＤカラムは、非同
期処理コードを実行する実行環境に該当する実行環境設定テーブルのＩＤカラムの値を格
納するカラムである。例えば、表７に示す非同期処理コード登録リクエストレコードの場
合、ファイルサーバ１０２のｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１以下の格納場所にファイル
が追加された場合に、ＩＤが２で示される実行環境で実行される非同期処理コードファイ
ルａｓｙｎｃｐｒｏｃ１．ｚｉｐを登録するためのリクエストという意味となる。
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【００５０】
　ステップＳ１００２において、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は、
通信部７０１が受信した非同期処理コード登録リクエストレコードから非同期処理コード
管理レコードを生成して、非同期処理保存部７０３の非同期処理コード管理テーブル（表
３）に格納する。非同期処理コード管理レコードのファイル名カラムには非同期処理コー
ド登録リクエストレコードの非同期処理コードファイル名カラムの値が格納される。非同
期処理コード管理レコードのファイルデータカラムには非同期処理コード登録リクエスト
レコードの非同期処理コードカラムのバイナリデータが格納される。
【００５１】
　ステップＳ１００３において、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は、
イベント設定レコードを生成して、非同期処理設定保存部７０４のイベント設定テーブル
（表５）に格納する。イベント設定レコードの対象ファイルパスカラムには、非同期処理
コード登録リクエストレコードの実行対象ファイルパスカラムの値が格納される。イベン
ト設定レコードの対象イベントカラムには、非同期処理コード登録リクエストレコードの
実行対象イベントカラムの値が格納される。イベント設定レコードの非同期処理コードＩ
Ｄカラムには、ステップＳ１００２で非同期処理保存部７０３の非同期処理コード管理テ
ーブルに格納された非同期処理コード管理レコードのＩＤカラムの値が格納される。イベ
ント設定レコードの実行環境ＩＤカラムには、非同期処理コード登録リクエストレコード
の実行環境ＩＤカラムの値が格納される。以上の一連の処理によって、非同期処理コード
実行管理アプリケーション７１０に非同期処理コードが登録されることになる。
【００５２】
　●非同期処理コードの実行
　次に、ファイルサーバ１０２で発生するイベントに応じて、図７で説明したイベント情
報管理サーバ１０４上の非同期処理コードが処理を実行する一連の流れを説明する。
【００５３】
　図１１Ａ、図１１Ｂは、本実施例において非同期処理コードが起動して、完了するまで
の一連の処理を示したシーケンス図である。図１１Ａと図１１Ｂは併せてひとつのシーケ
ンスを表している。図１１Ａ、図１１Ｂで説明する非同期処理コードは、クライアント装
置１０１がファイルサーバ１０２へのファイルの新規登録操作を行うと、それをイベント
として自動で起動され、新規登録されたファイルの属性情報を抽出してファイル情報管理
サーバ１０３のファイル情報保存部６０３に登録する処理を実行するものとする。もちろ
んこれはトリガやイベント駆動型コンピューティングサービスの一例であって、他のイベ
ントをトリガとし、他の処理をサービスとしてもよいことはもちろんである。
【００５４】
　ステップＳ１１０１において、クライアント装置１０１は通信部４０１を介して、ファ
イル格納場所リクエストをファイル格納場所管理サーバ１０５に送信する。ステップＳ１
１０２では、ファイル格納場所確定部８０２が、受信したリクエストを元に保存先パスを
確定し、クライアント装置１０１に返信する。ここでは、表７のＩＤが「１」のファイル
格納場所管理テーブルレコードの保存パス"ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１"に確定した
ものとする。
【００５５】
　ステップＳ１１１１において、クライアント装置１０１は通信部４０１を介して情報収
集部４０２がファイルとして出力したログ情報を登録するファイルアップロードリクエス
トを、ファイルサーバ１０２に送信する。ファイルアップロードリクエストとして、ファ
イルサーバ１０２に送信されるレコードの一例をファイルアップロードリクエストレコー
ドに示す。
【００５６】
　［表９］ファイルアップロードリクエスト
　ファイルデータ　　　　　ファイル名　　　　　　　　保存先パス　　　　　
＜バイナリデータ＞　２０１６０１．ｌｏｇ　ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１
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＜バイナリデータ＞　２０１６０２．ｌｏｇ　ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１
＜バイナリデータ＞　２０１６０３．ｌｏｇ　ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１。
【００５７】
　表９においてファイルデータカラムは、送信対象のファイルのバイナリデータを格納す
るカラムである。ファイル名カラムは、送信対象のファイルの名称を格納するカラムであ
る。保存先パスカラムは、ファイルのアップロード先となるファイルサーバ１０２に存在
する格納場所を格納するカラムである。保存先パスはステップＳ１１０１のリクエストに
対する応答により与えられる。
【００５８】
　ステップＳ１１１２において、ファイルサーバ１０２は、通信部５０１が受信したファ
イルアップロードリクエストに含まれる各データをファイル保存部５０３のファイル管理
テーブル（表１）に追加する。ファイルサーバ１０２はファイル保存部５０３への各デー
タの追加が完了すると、通信部５０１を介してクライアント装置１０１にファイルアップ
ロードが完了したことを通知するレスポンスを送信する。
【００５９】
　ステップＳ１１１３において、ファイルサーバ１０２はファイルのアップロードが完了
したことを示すイベントを生成し、通信部５０１を介して非同期処理コード実行管理アプ
リケーション７１０に通知する。ファイルアップロード完了イベントとして、非同期処理
コード実行管理アプリケーション７１０に送信されるレコードの一例をファイルアップロ
ード完了イベントに示す。
【００６０】
　［表１０］ファイルアップロード完了イベント
　　　　　　　　　ファイルパス　　　　　　　　　　　　　イベント種別
ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１／２０１６０１．ｌｏｇ　　　　追加。
【００６１】
　表１０においてファイルパスカラムは、イベントを生成するきっかけとなったファイル
のファイルサーバ１０２でのファイルパスを格納するカラムである。イベント種別カラム
は、ファイルパスカラムに格納されたファイルパスに保存されているファイルサーバ１０
２のファイルに対して行われた操作内容を格納するカラムである。ファイルサーバ１０２
は、ステップＳ１１１１でクライアント装置１０１からファイルを新規にアップロードさ
れたため、この場合には「追加」の値が入る。
【００６２】
　ステップＳ１１１４において、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は、
通信部７１１を介して受信したファイルアップロード完了イベントの内容を非同期処理コ
ード実行管理部７１２で確認する。非同期処理コード実行管理部７１２は、まずファイル
アップロード完了イベントのファイルパスカラムの値からファイル名を除いたパス名と、
イベント種別カラムの値を取得する。次に非同期処理コード実行管理部７１２は通信部７
１１を介して、非同期処理コード管理アプリケーション７００の非同期処理コード設定保
存部７０４のイベント設定テーブル（表５）を参照し、対象ファイルパスカラムの値と対
象イベントカラムの値の組み合わせと、パス名とイベント種別カラムの値の組み合わせと
一致するレコードを検索し、該当するレコードがあればそれを取得する。該当するレコー
ドが無ければ、通知されたイベントをトリガとする非同期処理は設定されていないと判断
できる。その場合にはステップＳ１１１４を最後に、本シーケンスを終了させてよい。
【００６３】
　該当するレコードがあれば、ステップＳ１１１５において、非同期処理コード実行管理
部７１２は、ステップＳ１１１４で確認したイベントに対応する非同期処理コードを非同
期処理コード管理アプリケーション７００から取得する。非同期処理コード実行管理部７
１２は、イベント設定レコードの非同期処理コードＩＤカラムの値が一致するレコードを
非同期処理コード保存部７０３の非同期処理コード管理テーブル（表３）から検索し、フ
ァイルデータカラムに格納された非同期処理コードのバイナリデータを取得する。
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【００６４】
　ステップＳ１１１６において、非同期処理コード実行管理部７１２はステップＳ１１１
５で取得した非同期処理コードを実行するための設定を非同期処理コード管理アプリケー
ション７００から取得する。非同期処理コード実行管理部７１２は、イベント設定レコー
ドの実行環境ＩＤカラムの値が一致するレコードを非同期処理コード保存部７０３の実行
環境設定テーブル（表４）から検索し、取得する。
【００６５】
　ステップＳ１１１７において、非同期処理コード実行管理部７１２は非同期処理コード
実行環境管理部７１４に対し、実行中の非同期処理コードの数が許容範囲内であるかを確
認する。図１６を用いてその処理の流れを説明する。ステップＳ１６０１にて、実行中の
非同期処理コードの数が、最大許容数（表６のＩＤの「３」に示した上限値）より小さい
かを確認する。Ｙｅｓ（上限値に達していない）と判断された場合には、ステップＳ１６
０２に進み、起動数カウンタをインクリメントする、すなわち１を加算する。このときに
は新たな非同期処理コードの実行を許可する。一方ステップＳ１６０１の判断でＮｏ（上
限値に達している）と判断された場合には、ステップＳ１６０３に進み、新たな非同期処
理コードの実行は不許可とする。あるいは現在のイベントに対する処理を中断する。以上
で、図１６の説明を終了する。なお図１６の処理は、実行中の非同期処理コードの数を非
同期処理コード実行環境管理部７１４から取得した非同期処理コード実行管理部７１２が
行ってもよいし、非同期処理コード実行環境管理部７１４が行ってその結果を非同期処理
コード実行管理部７１２に返してもよい。なお、非同期処理コードの実行が終了した場合
には、起動数カウンタから１を減算する。この減算処理はたとえば非同期処理コード実行
管理部７１２が行ってよい。また新たな非同期処理コードの実行が不許可となった場合に
は、その時点で処理シーケンスを終了してもよいし、あるいは一定の時間あるいは一定の
回数ステップＳ１１１７を繰り返してリトライしてもよい。一定の時間あるいは一定の回
数のリトライで実行できなければ、その時点で処理シーケンスを終了してもよい。
【００６６】
　新たな非同期処理コードの実行が許可となった場合には、ステップＳ１１１８において
、非同期処理コード実行管理部７１２は、非同期処理コード実行管理部７１２はステップ
Ｓ１１１６で取得した実行環境設定レコードに基づく性能の非同期処理実行環境７２０の
仮想マシンを作成し、起動する。
【００６７】
　ステップＳ１１１９において、非同期処理コード実行管理部７１２は通信部７１１を介
して非同期処理実行環境７２０の記憶装置３０３にステップＳ１１１５で取得した非同期
処理コードを配備する。
【００６８】
　ステップＳ１１２０において、非同期処理コード実行部７１３は通信部７１１を介して
非同期処理実行環境７２０の実行部７２２に非同期処理コード実行リクエストを送信する
。実行部７２２は非同期処理コード実行リクエストを受信するとステップＳ１１１９で受
信した非同期処理コードをＲＡＭ３０２に読み込み非同期処理コードの実行を開始する。
非同期処理コード実行リクエストとして、実行部７２２に送信されるレコードの一例を非
同期処理コード実行リクエストレコードに示す。
【００６９】
　［表１１］非同期処理コード実行リクエストレコード
　　　　　　　　　ファイルパス　　　　　　　　　　　イベント設定ＩＤ
ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１／２０１６０１．ｌｏｇ　　　１
ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１／２０１６０２．ｌｏｇ　　　１
ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１／２０１６０３．ｌｏｇ　　　１。
【００７０】
　表１１においてファイルパスカラムは、非同期処理コードの処理対象であるファイルの
ファイルサーバ１０２上でのパスを格納するカラムである。ステップＳ１１１３で受信し
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たファイルアップロード完了イベントレコードのファイルパスカラムの値が格納される。
イベント設定ＩＤカラムは、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０が、ステ
ップＳ１１１３で取得したイベント設定レコード（表５）のＩＤカラムの値が格納される
。
【００７１】
　実行部７２２は、非同期処理コードの実行中は実行状況を管理する。実行部７２２が管
理する実行状況レコードの一例を実行状況レコードに示す。
【００７２】
　［表１２］実行状況レコード
ＩＤ　　ステータス　実行回数　経過時間
１　　　　実行中　　　　１　　　４０
２　　　　実行中　　　　１　　　４５
３　　　　実行中　　　　１　　　５０。
【００７３】
　表１２においてＩＤカラムは、実行部７２２が実行している非同期処理コードを一意に
識別するための値を格納するカラムである。ステータスカラムは、実行部７２２が実行し
ている非同期処理コードそれぞれの実行状況の値を確認するカラムである。ステータスと
して取り得る値は非同期処理コードの処理内容によって値の数の増減が考慮される。本実
施例においては、非同期処理コードが起動して、終了するまでの間は「実行中」の値をと
る。正常に処理が終了した場合には「正常終了」、エラーが発生して終了した場合には「
エラー終了」の値をとる。実行回数カラムは、実行部７２２がファイルサーバ１０２で発
生したイベントに対して非同期処理コードを実行した回数を格納するカラムである。実行
した回数とはたとえばリトライの回数である。経過時間カラムは、実行部７２２が非同期
処理コードの実行を開始してから経過した時間を例えば秒単位で格納するカラムである。
経過時間カラムの値はステータスカラムの値が「実行中」の間加算され続け、ステータス
カラムの値が「正常終了」「エラー終了」となった場合には加算が中断される。また、ス
テータスカラムの値が「実行中」に再び変化した場合には経過時間カラムの値はリセット
され「０」となる。
【００７４】
　ステップＳ１１２１において、非同期処理コード実行環境管理部７１４は、ステップＳ
１１２０で開始した非同期処理の実行状況を確認する監視処理を実行する。図１２に、ス
テップＳ１１２１において非同期処理コード実行環境管理部７１４が実行する監視処理の
詳細なフローチャートを示す。なお本処理はステップＳ１１２０で開始した非同期処理と
並行して実行され、非同期処理が終了するまで、もしくは非同期処理コード実行環境管理
部７１４の実行環境監視項目テーブル（表６）に登録された監視項目を越えるまで、非同
期処理コード実行環境管理部７１４によって実行される。
【００７５】
　ステップＳ１２０１において、非同期処理コード実行環境管理部７１４は、実行環境監
視項目テーブルから各実行環境監視項目レコードを取得する。
【００７６】
　ステップＳ１２０２において、非同期処理コード実行管理部７１４は、非同期処理コー
ド実行環境７２０の実行状況レコードを取得する。
【００７７】
　ステップＳ１２０３において、非同期処理コード実行管理部７１４は、ステップ１００
２で取得した実行状況レコードの経過時間カラムの値とステップＳ１２０１で取得した実
行環境監視項目レコードの監視項目カラムの値が「実行時間」のレコードの監視項目値カ
ラムの値と比較する。経過時間カラムの値が監視項目値カラムの値よりも小さかった場合
には、ステップＳ１２０２に戻り、監視を継続する。経過時間カラムの値が監視項目値カ
ラムの値よりも大きかった場合にはステップＳ１２０４に進む。
【００７８】
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　ステップＳ１２０４において、非同期処理コード実行管理部７１４は、非同期処理コー
ド実行環境７２０で実行されている処理を中断する。
【００７９】
　ステップＳ１２０５において、非同期処理コード実行管理部７１４は、ステップＳ１２
０２で取得した実行状況レコードの実行回数カラムの値とステップＳ１２０１で取得した
実行環境監視項目レコードの監視項目カラムの値が「リトライ回数」のレコードの監視項
目値カラムの値と比較する。実行回数カラムの値が監視項目値カラムの値よりも小さかっ
た場合にはステップＳ１２０６に進む。実行回数カラムの値が監視項目値カラムの値と一
致した場合には監視処理を終了する。
【００８０】
　ステップＳ１２０６において、非同期処理コード実行管理部７１４は、非同期処理コー
ド実行環境７２０の実行状況レコードの実行回数カラムの値を１加算する。
【００８１】
　ステップＳ１２０７において、非同期処理コード実行管理部７１４は、非同期処理コー
ドを再実行する。
【００８２】
　以上の一連の処理によって、非同期処理コード実行環境７２０において非同期処理コー
ドが、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０が定めた制限値を超えることな
く実行されるように監視される。ステップＳ１２０５でリトライ回数が制限値に達してい
ると判定した場合には、それ以上のリトライを行わず、その時点で処理シーケンスを通史
してよい。なお本ステップに限らず、非同期処理コードを実行することなく、あるいは中
断した状態で図１１Ａ，図１１Ｂのシーケンスを中止する場合には、その旨を実行履歴に
記録してもよい。なお図１１ＢにおいてはステップＳ１１２１の後でステップＳ１１３１
、Ｓ１１３２が実行されるように記載されているが、これは記載上の便宜のためである。
ステップＳ１１３１およびステップＳ１１３２は、非同期処理コードを実行することで遂
行されるステップであり、非同期処理コードの内容に応じた処理となる。またステップＳ
１１２１による監視は、非同期処理コードの実行中にたとえば定期的に繰り返される。
【００８３】
　ステップＳ１１３１において、実行部７２２はファイルサーバ１０２からステップＳ１
１２０で受信した非同期処理コード実行リクエストレコードのファイルパスに該当するフ
ァイルを取得する。
【００８４】
　ステップＳ１１３２において、実行部７２２はステップＳ１１３１で取得したファイル
から各属性情報を抽出し、ファイル属性情報レコードを生成して、ファイルサーバ１０２
のファイル情報保存部６０３のファイル情報管理テーブルに登録する。実行部７２２は、
非同期処理コードが正常終了すると非同期処理コード実行管理部７１２に終了通知を送信
する。
【００８５】
　非同期処理コードの実行が終了すると、ステップＳ１１４１において、非同期処理コー
ド実行管理部７１２は、非同期処理実行環境７２０の仮想マシンをシャットダウンし、破
棄する。また、非同期処理コード実行環境管理部７１４は、監視している起動中の非同期
処理コードの数（表６のＩＤの「３」として管理）を、ひとつデクリメントする。なお非
同期処理コードの実行が終了は、たとえばステップＳ１１２１による実行状況の監視によ
り判定できる。あるいは実行部７２２が処理の完了を非同期処理コード実行部７１３に通
知してもよい。
【００８６】
　●非同期処理コードに対する制約による不履行の回避
　図１０、図１１、図１２、図１６で示した一連の処理によって、ファイルサーバ１０２
でイベントが発生するたびに、イベント情報管理サーバ１０４において、イベントに対応
した非同期処理コードが適宜実行されることを示した。しかし、前述したように、同時に
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実行可能な非同期処理コード数には上限があるため、すべての処理が履行できないケース
がある。たとえば、クライアント装置情報送信アプリケーション４００は、ログ情報をフ
ァイルとしてファイルサーバ１０１に送信するが、保持された期間や情報量等に応じて複
数のファイルを保持し、それらをまとめて送信する場合がある。そのファイル数が非常に
多い場合や更に他のクライアント装置１０１からの送信が重なった場合に、短時間に大量
のファイル着信イベントが発生し、起動した非同期処理コード数が許容上限に達して、そ
れ以降のイベント処理が不履行になるケースがある。ここからは、非同期処理コードの実
行を抑えることで前記課題を解決する方法について説明する。なお、本実施例でのクライ
アント装置情報送信アプリケーション４００は、複数のログファイルに加えて、送信した
一連のログファイルの総数情報が記された統計情報ファイル（ｓｔａｔ．ｔｘｔ）を最後
に送信するものとする。受信側は、統計情報ファイルを受信することで、一連のログファ
イルがすべて着信しているかを判断することができる。以後、本実施例では、下記の設定
や条件で処理が進められるものとする。
【００８７】
　［表１３］ファイル格納場所管理テーブル
ＩＤ　　　　　　　条件　　　　　　　　　　　保存パス　　　
１　　クライアント識別子：client1　　　logdata/client1
　　　　　ファイルの種類：ログ情報
　　　　　　　ファイル名：*.log
２　　クライアント識別子：client1　　　logdata/client1-NUM
　　　　　ファイルの種類：ログ情報
　　　　　　　ファイル名：stat.txt。
【００８８】
　ファイル格納場所管理サーバ１０５は、クライアント装置１０１（ｃｌｉｅｎｔ１）が
ログファイル（＊．ｌｏｇ）を送信する際はＩＤ「１」の保存パスを、統計情報ファイル
（ｓｔａｔ．ｔｘｔ）を送信する際はＩＤ「２」の保存パスを、それぞれ返信する。また
非同期処理管理テーブルの内容は表１４のようなものであるとする。
【００８９】
　［表１４］非同期処理コード管理テーブル
ＩＤ　　　ファイル名　　　　　ファイルデータ　
１　　ＦｕｎｃＡ．ｚｉｐ　　＜バイナリデータ＞。
【００９０】
　すなわち"ＦｕｎｃＡ"という非同期処理コードが、ＩＤの「１」に登録されているもの
とする。ＦｕｎｃＡの処理の流れは、後述する図１５で説明する。また、イベント設定テ
ーブルの内容は表１５のようなものである。
【００９１】
　［表１５］イベント設定テーブル
ＩＤ　　対象ファイルパス　　対称イベント　　非同期処理コードＩＤ　　実行環境ＩＤ
１　　logdata/client1-NUM　　　　追加　　　　　　　１　　　　　　　　　　１。
【００９２】
　すなわちファイルパス"ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１－ＮＵＭ"上にファイルが「追
加」で置かれるとイベントが発生し、非同期処理コードＩＤが「１」の非同期処理コード
が、実行環境ＩＤ「１」上で実行される設定である。すなわち、ファイルサーバ１０２が
"ｓｔａｔ．ｔｘｔ"を受信した場合のみ、"ＦｕｎｃＡ"の非同期処理コードが実行される
ことを意味する。
【００９３】
　●本実施形態における非同期処理コードの実行
　以下、図１３を用いて処理の説明を行う。ステップＳ１３０１にて、クライアント装置
１０１は、ファイル格納場所管理サーバ１０５に、ログファイルの格納場所を問い合わせ
る（ステップＳ１１０１と同じ）。
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【００９４】
　ステップＳ１３０２では、ファイル格納場所管理サーバ１０５は、格納場所を確定する
（ステップＳ１１０２と同じ）。ここでステップＳ１３０２の詳細について、図１４を用
いて説明する。ステップＳ１４０１にて、リクエスト対象が統計情報ファイル（ファイル
名：ｓｔａｔ．ｔｘｔ）であるかどうか判断する。ステップＳ１４０１でＹｅｓの場合は
ステップＳ１４０２へ、Ｎｏの場合はステップＳ１４０３へ進む。ステップＳ１４０２で
は、格納場所として統計情報用のストレージ（ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１－ＮＵＭ
）をセットする。ステップＳ１４０３では、格納場所としてログファイル用のストレージ
（ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１）をセットする。ステップＳ１４０４にて、格納場所
を返信する。ステップＳ１３０２では、ログファイルであるため、ログファイル用のスト
レージ（ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１）が返信されたものとする。
【００９５】
　ステップＳ１３０３にて、クライアント１０１は、ファイルサーバ１０２へファイルの
アップロードを行う（ステップＳ１１１１と同じ）。今回はログファイルであるため、保
存パスはログファイル用のストレージとなる。
【００９６】
　ステップＳ１３０４にて、ファイルサーバ１０２は、イベント情報をイベント情報管理
サーバ１０４に送信する（ステップＳ１１１３と同じ）。表１６は、ステップＳ１３０４
で発行されるイベント情報の例である。
【００９７】
　［表１６］ファイルアップロード完了イベント
　　　　　　　　　ファイルパス　　　　　　　　　　　　イベント種別
ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１／２０１６０１．ｌｏｇ　　　追加。
【００９８】
　ステップＳ１３０５にて、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は、イベ
ント内容の確認を行う（ステップＳ１１１４と同じ）。ここでは、表１５で示すイベント
設定テーブルに、表１６で示すイベントに該当するレコードが無いため、非同期処理コー
ドの実行は行われない。以後、クライアント装置１０１からログファイルが送信された場
合は、ステップＳ１３０１からステップＳ１３０５の処理が繰り返される。
【００９９】
　次に、クライアント１０１から統計情報ファイルが送信されたものとする。なお、統計
情報ファイルは、すべてのログファイルが送信された後、最後に送信されることを前提と
しているが、各ファイルサイズやトラフィックの関係で、ファイルサーバ１０２には逆転
して到着するケースもある。そこで、ここではすべてのログファイルが揃う前に、統計情
報ファイルが処理されるケースを考慮した例を示す。
【０１００】
　ステップＳ１３１１では、ステップ１３０１と同様にファイル格納場所のリクエストが
発行される。
【０１０１】
　ステップＳ１３１２では、図１４の処理により、統計情報ファイルであることから統計
情報用のストレージ（ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１－ＮＵＭ）が返信される。
【０１０２】
　ステップＳ１３１３からステップＳ１３１４では、ステップＳ１３０３およびステップ
Ｓ１３０４と同様に、イベント情報が送信される。表１７は、ステップＳ１３１４で発行
されるイベント情報の例である。
【０１０３】
　［表１７］ファイルアップロード完了イベント
　　　　　　　　　　ファイルパス　　　　　　　　　　　　　イベント種別
ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１－ＮＵＭ／ｓｔａｔ．ｔｘｔ　　　追加。
【０１０４】
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　ステップＳ１３１５にて、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は、イベ
ント内容の確認を行う（ステップＳ１３０５と同じ）。ここでは、表１５で示すイベント
設定テーブルに、表１７で示すイベントに該当するレコードが存在するため、非同期処理
コードの実行は行われる。
【０１０５】
　ステップＳ１３１５からステップＳ１３１８は、ステップＳ１１１４からステップＳ１
１２１の処理と同じである。記載を省略しているが、ステップＳ１１１５、Ｓ１１１６、
Ｓ１１１７、Ｓ１１１８も実行される。すなわち、非同期処理コードの実行数が許容範囲
内であるか否かが判定され、許容範囲内であると判定された場合に非同期処理コードが実
行される。
【０１０６】
　ステップＳ１３３１からステップＳ１３３４は、登録された非同期処理コードが実行部
７２２上で実行されるものである。この処理フローは、図１５を用いて詳細説明を行う。
【０１０７】
　非同期処理コードが実行されると、ステップＳ１５０２にて、ファイルサーバ１０２に
、統計情報ファイルの取得を要求し、取得した情報からログファイルの総数を読み出す（
ステップＳ１３３１も同処理を指す）。
【０１０８】
　ステップＳ１５０４にて、ファイルサーバ１０２に、ログファイルの着信数を問い合わ
せる（ステップＳ１３３２も同処理を指す）。なお、ここでは、クライアント装置１０１
が今回送信している一連のログファイルだけを確認対象とする。たとえば、保存パスの途
中に更に日付のパスを追加することでその格納場所には一連のログファイルだけが入るよ
うにする方法、ファイルに属性情報を付けてそれを確認する方法、ｓｔａｔ．ｔｘｔにフ
ァイル名を記載して確認する方法等が考えられるが、それらに限定するものではない。
【０１０９】
　ステップ１５０５にて、全ファイルが揃っていると判断した場合はステップＳ１５０６
へ、揃っていないと判断した場合にはステップＳ１５０８へ進む。
【０１１０】
　ステップＳ１５０８に進んだ場合、一定時間ウェイト（待機）し、再びステップＳ１５
０４へ進んでチェックを繰り返す。
【０１１１】
　ステップＳ１５０６に進んだ場合、ファイルサーバ１０２にファイル取得を要求する（
ステップＳ１３３４と同処理を指す。ステップＳ１１３１と同じ）。ここでは、一連のロ
グ情報に係るすべてのファイルの情報取得を行う。
【０１１２】
　また、ステップＳ１５０７にて、ファイル情報管理サーバ１０３に、属性情報の保存を
要求する（ステップＳ１３３５と同処理を指す。ステップＳ１１３２と同じ）。同様に、
統計ファイルに基づいて収集した一連のログ情報に係るすべてのファイルの属性情報の一
括保存を行う。以上で図１５の処理を終了する。ここでは、アップロードされたログファ
イルの数に関わらず、その属性情報を保存するための非同期処理コードはひとつである。
【０１１３】
　図１３に戻ると、ステップＳ１３３２のチェックでは、ログファイルがまだ揃っていな
いため、ステップＳ１５０５ではＮｏと判断される。その後、クライアント装置１０１か
らの最後のログファイルが届き、ステップＳ１３２１からステップＳ１３２５の処理がな
されたものとする。よって、次のステップＳ１３３３のチェックでは、ステップＳ１５０
５でＹｅｓと判断される。
【０１１４】
　その後、ステップＳ１３４１により、非同期処理の実行環境が破棄される（ステップＳ
１１４１と同じ）。
【０１１５】
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　以上のように、本実施形態では、ログファイルなどのファイルのアップロードという、
本来イベント駆動処理行うべき第１の種類のイベントを検出しても処理を行わず、ログフ
ァイルの統計情報のアップロードという第２の種類のイベントを検出するとそれに応答し
てイベント駆動処理を行う。そして、その処理において、統計情報のアップロードという
イベントに係る統計情報というデータ以外の、本来の処理対象であるログファイルを対象
として、その属性等の情報を保存する。
【０１１６】
　以上により、複数ファイルの格納によるイベントが多数発生し得る環境であっても、代
表するひとつの非同期処理コードで一括処理を行うことで、他のイベントに対する非同期
処理コードの実行を抑えることができる。それにより、イベント対応の取りこぼしリスク
を低減することができる。
【０１１７】
　［第２実施形態］
　第１実施形態では、ファイル格納場所管理サーバ１０５の利用により、ログファイルと
統計情報ファイルとで異なる格納場所を設定し、統計情報ファイルに対してのみイベント
処理を行う形態を示した。しかし、クライアントアプリケーション４００は予め決められ
た格納場所を持っている場合もあるし、ファイル格納場所管理サーバ１０５へ問い合わせ
たとしても同一の格納場所を指定される場合もある。そこで、本実施形態では、ファイル
格納場所が同一の場合においても、非同期処理コードの重複実行を極力抑止する処理方法
について説明する。以後、本実施例では、下記の設定や条件で処理が進められるものとす
る。表１８に本実施形態に係るファイル格納場所管理テーブルの一例を示す。
【０１１８】
　［表１８］ファイル格納場所管理テーブル
ＩＤ　　　　　　　　　条件　　　　　　　　　　　　　　　　保存パス　　　　　
１　　　クライアント識別子：ｃｌｉｅｎｔ１　　　ｌｏｇｄａｔａ/ｃｌｉｅｎｔ１
　　　　　　ファイルの種類：ログ情報
　　　　　　　　ファイル名：（制限なし）。
【０１１９】
　表１８のように、本実施例では、クライアント装置１０１から送信されるすべてのファ
イルが、"ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１"に格納される例を示す。クライアント装置情
報送信アプリケーション４００は、ファイル格納場所管理サーバ１０５に問い合わせるの
ではなく、保存パスを自分で持っていても良い。表１９に本実施形態に係る非同期処理コ
ード管理テーブルの一例を示す。
【０１２０】
　［表１９］非同期処理コード管理テーブル
ＩＤ　　　　ファイル名　　　　　ファイルデータ　
１　　　ＦｕｎｃＢ．ｚｉｐ　　＜バイナリデータ＞。
【０１２１】
　表１９では、"ＦｕｎｃＢ"という非同期処理コードが、ＩＤの「１」に登録されている
ものとする。ＦｕｎｃＢの処理の流れは、後述する図１８で説明する。表２０に本実施形
態に係るイベント設定テーブルの一例を示す。
【０１２２】
　［表２０］イベント設定テーブル
ＩＤ　　対象ファイルパス　　対称イベント　　非同期処理コードＩＤ　　実行環境ＩＤ
１　　　logdata/client1　　　　追加　　　　　　　１　　　　　　　　　　１。
【０１２３】
　表２０のイベント設定テーブルは、ファイルパス"ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１"上
にファイルが「追加」で置かれるとイベントが発生し、非同期処理コードＩＤが「１」の
非同期処理コードが、実行環境ＩＤ「１」上で実行される設定である。すなわち、ファイ
ルサーバ１０２がクライアント装置１０１からのログ情報のファイルを受信すると、"Ｆ
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ｕｎｃＢ"の非同期処理コードが実行されることを意味する。以下、図１７Ａ、図１７Ｂ
を用いてログファイルのアップロードから始まるイベント駆動処理の説明を行う。なお図
１３と同じステップ番号の処理は、図１３と同じ処理を行っていることを意味する。
【０１２４】
　ステップＳ１７０１にて、クライアント装置１０１は、ファイルサーバ１０２にログフ
ァイルを送信する。
【０１２５】
　ステップＳ１７０２にて、ファイルサーバ１０２は、イベント情報をイベント情報管理
サーバ１０４に送信する。表２１は、ステップＳ１７０２で発行されるイベント情報の例
である。表２１のイベント情報には、ログファイルのファイルパスと、イベント種別が「
追加」であることが示されている。
【０１２６】
　［表２１］ファイルアップロード完了イベント
　　　　　　　　ファイルパス　　　　　　　　　　　　イベント種別
ｌｏｇｄａｔａ/ｃｌｉｅｎｔ１/２０１６０１.ｌｏｇ　　　追加。
【０１２７】
　ステップＳ１７０３にて、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は、イベ
ント内容の確認を行う。ここでは、表２０で示すイベント設定テーブルに、表２１で示す
イベントに該当するレコードが存在するため、対応する非同期処理コード"ＦｕｎｃＢ"が
実行される。そのためステップＳ１７０４において、実行部７２２に対してＦｕｎｃＢの
コードを送信し、その実行を要求する。ステップＳ１７３１において非同期処理コード"
ＦｕｎｃＢ"が実行される。なおステップＳ１７０３からステップＳ１７０４は、ステッ
プＳ１１１４からステップＳ１１２０の処理と同じである。記載を省略しているが、ステ
ップＳ１１１５、Ｓ１１１６、Ｓ１１１７、Ｓ１１１８、Ｓ１１１９も実行され、さらに
ステップＳ１１２０の後にはステップＳ１１２１も実行される。すなわち、非同期処理コ
ードの実行数が許容範囲内であるか否かが判定され、許容範囲内であると判定された場合
に非同期処理コードが実行される。また、非同期処理コードの実行状況も監視される。こ
れは他のファイルのアップロード時においても同様である。
【０１２８】
　非同期処理コード"ＦｕｎｃＢ"の処理の詳細を、図１８を用いて説明する。ステップＳ
１８０１にて、受信したイベントの対象ファイルが、統計情報ファイルであるかどうかを
判断する。Ｙｅｓと判断された場合、Ｓ１５０２へ進み、それ以降は図１５で説明した処
理を行う（図１５とステップ番号が同じものは、図１５の処理と同じであることを意味す
る）。ステップＳ１８０１でＮｏと判断された場合、統計情報ファイルではない（ログフ
ァイルである）ことから、ステップＳ１７３１においては非同期処理コード"ＦｕｎｃＢ"
をただちに終了する。終了と判断した場合、実行部７２２は、非同期処理コード実行管理
アプリケーション７１０にレスポンスを返す。
【０１２９】
　ステップＳ１７０５にて、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０は、実行
部７２２に対して、非同期処理実行環境の破棄を行う。これにより、非同期処理コード"
ＦｕｎｃＢ"が実行されても、対象がログファイルだった場合には短時間で破棄される。
【０１３０】
　次に、ステップＳ１７１１にて、クライアント装置１０１が統計情報ファイルを送信し
たとする。ステップＳ１７１２からステップＳ１７１４は、ステップＳ１７０２からステ
ップＳ１７０４と同じ処理を行う。ここでは、また新たに実行環境が構築され、非同期処
理コード"ＦｕｎｃＢ"が起動される。図１８のステップＳ１８０１では、統計情報ファイ
ルであることからＹｅｓと判断され、以後、第１実施例の図１５と同様の処理が実行され
る。すなわち、ステップＳ１３３２の着信チェックでは、未着信があるためウェイトして
（Ｓ１５０５→Ｓ１５０８）再チェック処理に回る。ステップＳ１７２１によってすべて
のログファイルが揃うため、ステップＳ１３３３の着信チェックにより、ステップＳ１３
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３５でファイル情報管理サーバ１０３に登録情報が格納される。
【０１３１】
　以上の処理により、統計情報ファイルとログファイルとで格納場所が同じであっても、
ログファイルに対応する非同期処理コードの実行時間は非常に短いものにすることができ
る。よって、非同期処理コードの起動数が許容上限に達することによるイベント処理の不
履行リスクを低減することができる。
【０１３２】
　［第３実施形態］
　図１２に示したように、非同期処理コード実行環境管理部７１４は、非同期処理コード
実行環境７２０で実行されるそれぞれの非同期処理コードの実行時間を監視し、設定され
た時間内に処理が完了しない場合はタイムアウトエラーとなり、非同期処理コードの実行
が中断される。第１または第２の実施形態では、非同期処理コード"ＦｕｎｃＡ"または"
ＦｕｎｃＢ"がタイムアウトする前に関連するすべてのログファイルの着信を確認できな
いと、ファイル情報管理サーバ１０３への情報更新処理が不履行となってしまう、という
問題があった。本実施形態は、上記課題を解決するものであって、非同期処理コードのト
ータル処理時間を任意の時間に伸ばす方法について説明する。以後、本実施例では、下記
の設定や条件で処理が進められるものとする。
【０１３３】
　まず、ファイル格納場所に関しては、第１実施例のようにファイル名等に応じて分離し
て統計情報ファイルのみイベント処理されても良いし、第２実施例のようにすべてがイベ
ント処理されても良い。少なくとも、統計情報ファイルがイベント処理対象であるものと
する。表２２に本実施形態の自同期処理コード管理テーブルの例を示す。
【０１３４】
　［表２２］非同期処理コード管理テーブル
ＩＤ　　　ファイル名　　　　　　ファイルデータ　
１　　ＦｕｎｃＣ１．ｚｉｐ　　＜バイナリデータ＞
２　　ＦｕｎｃＣ２．ｚｉｐ　　＜バイナリデータ＞
３　　ＦｕｎｃＣ３．ｚｉｐ　　＜バイナリデータ＞
　　　：
Ｘ　　ＦｕｎｃＣｘ．ｚｉｐ　　＜バイナリデータ＞。
【０１３５】
　このように本実施形態では、イベント駆動されるスクリプトは、複数の手順（ここでは
ルーチンと呼ぶことにする）に分割されており、"ＦｕｎｃＣｎ"という非同期処理コード
が登録されているものとする。ファイル着信のイベントではＩＤ「１」のＦｕｎｃＣ１の
み実行され、ＩＤ「２」以降に登録されている非同期処理コードは、別の非同期処理コー
ドから実行されることになる。ＦｕｎｃＣｎの処理の流れは、後述する図２０で説明する
。表２３に本例のイベント設定テーブルを示す。
【０１３６】
　［表２３］イベント設定テーブル
ＩＤ　　対象ファイルパス　　対称イベント　　非同期処理コードＩＤ　　実行環境ＩＤ
１　　　logdata/client1　　　　追加　　　　　　　１　　　　　　　　　　１。
【０１３７】
　このイベント設定テーブルによれば、ファイルパス"ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１"
上にファイルが「追加」で置かれるとイベントが発生し、非同期処理コードＩＤが「１」
の非同期処理コードが、実行環境ＩＤ「１」上で実行される設定である。すなわち、ファ
イルサーバ１０２は、クライアント装置１０１からログファイルや統計情報ファイルを受
信すると、"ＦｕｎｃＣ１"の非同期処理コードが実行されることを意味する。以下、図１
９Ａ、図１９Ｂを用いて処理の説明を行う。なお図１３Ａ、図１３Ｂや図１７Ａ、図１７
Ｂと同じステップ番号の処理は、それらと同じ処理を行っていることを意味する。また図
１７Ａ、図１７Ｂで省略した、実行中の非同期処理コードが上限値を超えるか否かのチェ
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ックを行うステップＳ１１１６、Ｓ１１１７もまた省略している。
【０１３８】
　ステップＳ１９０１にて、クライアント装置１０１からログファイルが送信される。ロ
グファイルのアップロードに応じて非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ１"は実行されるが、実
行されてもすぐに終了して廃棄される。これは図２０Ａを参照して説明する。なお非同期
処理コードの終了及び廃棄の手順は省略した。
【０１３９】
　ステップＳ１９１１にて、クライアント装置１０１から統計情報ファイルが送信される
。ステップＳ１９１２からステップＳ１９１４を経て、非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ１"
が実行される。非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ１"の詳細な処理を、図２０Ａを用いて説明
する。なお、図１５や図１８と同じステップ番号の処理は、それらと同じ処理を行ってい
ることを意味する。ステップＳ１８０１にて、ログファイルと判断された場合はすぐに終
了する。ステップＳ２００１にて、所定の満了時間をセットしたタイマーをスタートする
。これは、非同期処理コード"ＦｕｎＣ１"自身がタイムアウトまでの時間を計測するため
に使われる。ここで測定する経過時間は、たとえば図１２のステップＳ１２０３でチェッ
クされる実行時間を超えない値に設定されるのが望ましい。もしも超えてしまうと、実行
中の非同期処理コードは強制的に終了されてしまうためである。
【０１４０】
　ステップＳ１５０５でＮｏと判断された場合、すなわち、ファイルが揃っていないと判
断された場合、ステップＳ２００２に進む。ステップＳ２００２では、ステップＳ２００
１でスタートしたタイマーを確認し、タイムアウトまでまだ時間があるかどうかを判断す
る。ここではたとえば、図２０Ａの実行を開始してから経過した実行時間が所定時間に達
したかを判定すればよい。ここで、ステップＳ１５０８によるウェイトと、ステップＳ１
５０４によるファイルチェックと、ステップＳ１５０７によるファイル情報更新の時間が
残っていればＹｅｓ、残っていなければＮｏとなる。ステップＳ２００２でＹｅｓと判断
された場合、すなわち、実行中の非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ１"が完了する可能性があ
ると判定された場合にはＳ１５０８に進み、一定時間のウェイト後、ファイルチェックを
繰り返す。ステップＳ２００２でＮｏと判断された場合、すなわち非同期処理コード"Ｆ
ｕｎｃＣ１"が完了する見込みがないと判定された場合にはステップＳ２００３に進み、
非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ２"を起動する。ここでは、非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ
１"は、実行部７２２を介して、非同期処理コード実行管理アプリケーション７１０に実
行環境起動リクエストを送信する。表２４は、実行環境起動リクエストの一例である。
【０１４１】
　［表２４］実行環境起動リクエスト
非同期処理コードＩＤ　　実行環境ＩＤ　　　　　ファイルパス　　　
　　　２　　　　　　　　　　　１　　　　　logdata/client1/stat.txt。
【０１４２】
　表２４において、非同期処理コードＩＤカラムは、表２２に示す非同期処理コード管理
テーブルで管理される非同期処理コードを指定するためのＩＤである。ＩＤ「２」は、"
ＦｕｎｃＣ２"の起動リクエストとなる。実行環境ＩＤカラムは、表４に示す実行環境か
ら利用したい実行環境を指定するためのＩＤである。ファイルパスカラムは、起動する非
同期処理コードに渡すファイルパスである。非同期処理コード実行管理アプリケーション
７１０は、受信したリクエストを元に、実行部７２２に要求して新しい実行環境を構築し
、要求された非同期処理コードを実行する。非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ１"から非同期
処理コード"ＦｕｎｃＣ２"を起動する処理は、図１９ＡのステップＳ１９３１を指す。以
上で図２０Ａの処理を終了する。
【０１４３】
　非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ１"が終了した際は、Ｓ１９４１にて、非同期処理コード
実行管理アプリケーション７１０から実行部７２２に対して、非同期処理実行環境の破棄
を行う。
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【０１４４】
　図２０Ｂは、非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ２"の処理の流れを表した図である。図２０
Ａと同じステップ番号の処理は、それらと同じ処理を行っていることを意味する。異なる
点は、ステップＳ１８０１、Ｓ１５０２、Ｓ１５０３が含まれない点、およびステップＳ
２００３に代えてステップＳ２０１１を実行することである。ステップＳ２００２にて、
タイムアウトまでに本非同期処理コード"ＦｕｎｃＣ２"を完了できないと判断された場合
は、次の"ＦｕｎｃＣ３"を起動し、自身は終了する（図１９のステップＳ１９３３を指す
）。以後、必要な回数だけ"ＦｕｎｃＣ４"、"ＦｕｎｃＣ５"とリレーすることができる。
各非同期処理コードが６０秒のタイムアウト時間を持っていたとすると、５回リレーすれ
ば、約５分の継続処理ができることを意味する。
【０１４５】
　図２０Ｃは、一連の処理を行うための最後の非同期処理コード"ＦｕｎｃＣｘ"の手順を
指す。図２０Ｂと同じステップ番号の処理は、それらと同じ処理を行っていることを意味
する。異なる点は、ステップＳ２０１１に代えてステップＳ２０２１が実行される点のみ
である。ステップＳ２０２１では、"ＦｕｎｃＣｘ"においてもタイムアウトと判断された
際に、自身で失敗情報を記録しておく（図１９のステップＳ１９３４を指す）。これによ
り、システムに任すのではなく、自身によるリトライ処理に活かすことができる。
【０１４６】
　それぞれの非同期処理コードが終了した際は、環境の破棄が行われる（ステップＳ１３
４１、Ｓ１９４２）。
【０１４７】
　以上のように、ある非同期処理コードから別の非同期処理コードを実行することで、タ
イムアウトの存在するイベント駆動型コンピューティングサービスであっても任意の時間
にタイムアウトを伸ばすことができる。また、最後の非同期処理コードでエラー情報を書
き込むことで、最終的なタイムアウトがあっても、ベンダー独自のリカバリ処理がコント
ロールしやすくなる。
【０１４８】
　なお上記説明は第２の実施形態をベースにして行ったが、第１実施形態をベースにして
も良い。その場合には非同期処理コードのトリガとなるイベントは統計情報ファイルのア
ップロードのみとなる。したがって、図２０ＡのステップＳ１８０１は省略できる（あっ
てもよい）。
【０１４９】
　［第４実施形態］
　第３実施形態では、タイムアウト内にすべてのログファイルの着信が確認できない場合
の対策方法について説明した。しかし、タイムアウト内にすべてのログファイルのファイ
ルサーバ１０２への着信（アップロード）が確認できたとしても、その時の残り時間が不
十分であれば、その後の処理中にタイムアウトが起きる可能性がある。その場合、ファイ
ル情報管理サーバ１０３への情報更新処理が不履行となってしまう、という問題があった
。本実施形態は、上記課題を解決するものであって、特定の処理（ここではファイル情報
管理サーバ１０３への情報更新）を行う非同期処理コードに処理をリレーする方法につい
て説明する。以後、本実施例では、下記の設定や条件で処理が進められるものとする。ま
ず、ファイル格納場所に関しては、第３実施例と同様であるものとする。表２５には非同
期処理コード管理テーブルを示す。
【０１５０】
　［表２５］非同期処理コード管理テーブル
ＩＤ　　　ファイル名　　　　ファイルデータ　　
１　　ＦｕｎｃＤ．ｚｉｐ　　＜バイナリデータ＞
２　　ＦｕｎｃＥ．ｚｉｐ　　＜バイナリデータ＞。
【０１５１】
　表２５のように"ＦｕｎｃＤ"と"ＦｕｎｃＥ"という非同期処理コードが登録されている
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ものとする。ファイル着信のイベントではＩＤ「１」のＦｕｎｃＤのみ実行され、ＩＤ「
２」に登録されている非同期処理コードは、"ＦｕｎｃＤ"から実行されることになる。"
ＦｕｎｃＤ"及び"ＦｕｎｃＥ"の処理の流れは、後述する図２２、図２３で説明する。表
２６にイベント設定テーブルを示す。
【０１５２】
　［表２６］イベント設定テーブル
ＩＤ　　対象ファイルパス　　対称イベント　　非同期処理コードＩＤ　　実行環境ＩＤ
１　　　logdata/client1　　　　追加　　　　　　　１　　　　　　　　　　１。
【０１５３】
　表２６によれば、ファイルパス"ｌｏｇｄａｔａ／ｃｌｉｅｎｔ１"上にファイルが「追
加」で置かれるとイベントが発生し、非同期処理コードＩＤが「１」の非同期処理コード
が、実行環境ＩＤ「１」上で実行される設定である。すなわち、ファイルサーバ１０２は
、クライアント装置１０１からファイルたとえばログファイルあるいは統計情報ファイル
を受信すると、"ＦｕｎｃＤ"の非同期処理コードが実行されることを意味する。以下、図
２１を用いて処理の説明を行う。なお図１７と同じステップ番号の処理は、それらと同じ
処理を行っていることを意味する。また図１７と同じく、実行中の非同期処理コードの数
のチェックに関しては省略した。
【０１５４】
　以下、図１７と異なる点のみ説明する。ステップＳ１７１４によって起動される非同期
処理コードは、表２５により、"ＦｕｎｃＤ"となる。"ＦｕｎｃＤ"の処理の詳細について
、図２２を用いて説明する。なお図１８と同じステップ番号の処理は、それらと同じ処理
を行っていることを意味する。差分は、ステップＳ１５０６－Ｓ１５０７に代えてステッ
プＳ２２０１が行われる点である。ステップＳ１５０５で全ファイルが揃ったと判断され
た場合、ステップＳ２２０１にて、非同期処理コード"ＦｕｎｃＥ"を起動する。起動方法
は、第３実施例と同様に、実行環境起動リクエストを送信する。表２７は、実行環境起動
リクエストの一例である。
【０１５５】
　［表２７］実行環境起動リクエスト
非同期処理コードＩＤ　　実行環境ＩＤ　　　　　ファイルパス　　　
　　　２　　　　　　　　　　　１　　　　　logdata/client1/stat.txt。
【０１５６】
　上記リクエストにより、表２５のＩＤ「２」に該当する"ＦｕｎｃＥ"が起動する。図２
１のステップＳ２１０１は、"ＦｕｎｃＥ"の起動を指す。"ＦｕｎｃＥ"を起動後、ステッ
プＳ２１０２にて、非同期処理コード"ＦｕｎｃＤ"の環境は破棄される。
【０１５７】
　図２３は、"ＦｕｎｃＥ"の処理の詳細を表した図である。ここでは、図１５のステップ
Ｓ１５０６、Ｓ１５０７で行っていた処理を行う。図２１のステップＳ１３３４、Ｓ１３
３５がそれらを指す。
【０１５８】
　以上のように、一連の関連ファイルに対する一括処理を分離することで、タイムアウト
エラーによる処理不履行のリスクが低減する。それは、ステップＳ１５０６、Ｓ１５０７
で行っていたログファイルの情報取得とその保存とを、改めて起動した別の非同期処理コ
ード"ＦｕｎｃＥ"により行うためである。
【０１５９】
　［その他の実施例］
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
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【０１６０】
　１０１：クライアント装置、１０２：ファイルサーバ、１０３：ファイル情報管理サー
バ、１０４：イベント情報管理サーバ、１０５：格納場所管理サーバ、１０６：管理者装
置
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１Ａ】 【図１１Ｂ】

【図１２】 【図１３Ａ】
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【図１３Ｂ】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７Ａ】 【図１７Ｂ】

【図１８】 【図１９Ａ】



(33) JP 6792409 B2 2020.11.25

【図１９Ｂ】 【図２０Ａ】

【図２０Ｂ】 【図２０Ｃ】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】
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